
代表者懇談会における検討結果 

千田中学校区代表者懇談会 

【小学校】 

〇小千谷市立学校の在り方検討委員会での答申 

小学校における適正な規模は、児童が同年代の集団の中で多様な価値観に触れ、豊か

な人間関係を育むことができる教育環境を確保するため、複式学級を解消できる規模 

【千田小学校及び和泉小学校の今後について】 

①答申を踏まえ、複式学級を解消できる規模が望ましいと考える。 

和泉小学校の複式学級を解消するために、千田小学校と統合の検討を進める。 

（和泉小学校区の児童が千田小学校に通学する。） 

 ②統合時期については、令和１２年４月を目途とし、可能な限り早期統合を望む。 

③スクールバス等を含めた安心安全な通学を確保する。 

④統合に伴い教室数が不足する場合は、増築や仮設校舎等の整備により対応する。 

⑤統合に向けた教員の加配を要望する。 

⑥和泉小学校の空き校舎の利活用は、地域の意向を踏まえ検討する。 

 

 

【中学校】 

〇小千谷市立小中学校の在り方検討委員会での答申 

中学校における適正な規模は、生徒が多様な他者と関われるようクラス替えが可能で

あり、かつ、全ての教科（９教科）で免許を持つ専門の教員を配置できる規模 

【千田中学校の今後について】 

①答申を踏まえ、全学年でクラス替えができ、全ての教科で免許を持つ専門教員を配置

できる規模が望ましいと考える。 

クラス替えを実施・全教科で専門教員を配置するために、小千谷中学校と統合の検討を

進める。（千田中学校区の生徒が小千谷中学校に通学する。） 

②統合時期については、令和１６年４月を目途とし、各地域の意向を十分に踏まえた上

で、市内中学校一斉の統合がよいと考える。 

③スクールバス等を含めた安心安全な通学を確保する。 

 

【代表者懇談会で出た主な意見】 

・可能な限り早い統合がよい 

・中学校の統合は市内一斉がよい 

・安全なスクールバスの運行体制を整備してほしい 

・複式解消やクラス替えだけではなく、専門教員の配置等による教育の質や環境の向上に 

 つなげるための統合が必要 

・和泉小学校の空き校舎の活用は地域で検討を進めたい（町内会長からの意見） 

 

（裏面：児童・生徒数の推移）  



 

参考：千田小学校・和泉小学校の今後の児童数推移 

 

 

 

参考：千田中学校の今後の生徒数推移 

 

  

千田小学校

入学年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度

学年 ６年生 ５年生 ４年生 ３年生 ２年生 １年生
1年後

(年長児)

2年後

(年中児)

3年後

(年少児)

4年後

(2歳児)

5年後

(1歳児)

6年後

(0歳児)

児童数 27 27 18 31 17 31 23 15 19 24 14 17

全校

生徒数
147 135 136 129 126 112 -39

和泉小学校

入学年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度

学年 ６年生 ５年生 ４年生 ３年生 ２年生 １年生
1年後

(年長児)

2年後

(年中児)

3年後

(年少児)

4年後

(2歳児)

5年後

(1歳児)

6年後

(0歳児)

児童数 7 13 8 8 5 8 2 6 6 6 4 12

全校

生徒数
44 37 35 33 32 36 -13

8年度と

14年度

の比較

（6年後）

151

8年度と

14年度

の比較

（6年後）

49

入学年度 ６年度 ７年度 ８年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

学年 ３年生 ２年生 １年生
1年後

(小学6年生)

2年後

(小学5年生)

3年後

(小学4年生)

４年後

(小学3年生)

5年後

(小学2年生)

6年後

(小学1年生)

7年後

(年長児)

8年後

(年中児)

9年後

(年少児)

10年後

(2歳児)

11年後

(1歳児)

12年後

(0歳児)

生徒数 27 39 30 34 40 26 39 22 39 25 21 25 30 18 29

全校

生徒数
103 104 100 105 87 100 86 85 71 76 73 77 -19

8年度と

20年度

の比較

（12年後）

96


